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NK 細胞が増加 して い る こ とが知 られ て い るが ，そ
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され て い る．本研究 は初期施童の 脱落膜 NK 細胞上

の LFA −1発現性 を解析 し， 初期流産 の 免疫学 的機

構に 対する脱落膜NK の 細胞障害性亢 進 の 関   を解
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鹿 群 ： n ＝27）に至 っ た症例 よ り患者同怠 の 上，得

られた脱弾嘆を研 究に 供じた，脱 落膜組織小片か

らLacliapclleらの 方法 に準じて リン パ 球浮遊液 を作

成し た．こ れ に anti −Ci）56 −PE 　（NCAM ），anti−

CD ］6−FITC 　（Fc γ RIJ［） ，　alltl −CDlIa −F［T ぐ〕 （
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NK 細胞の 全 リ ン パ 球比率を解析 し た．吏

に，流庄群 を絨 毛 染色体万析結果か ら正 常群 （il・＝ ：

9）と異常群 （n 判 7） に分け上 記 の ．gubpepulation を

比 較 した．　 ［成績］流産群／対照群の CD56b 「榔
返K

細胞 の LFA 一工発現 f汲 び CD56bllgh℃D　16
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NK 細月包比

率は62．7± 18．4％ ／ 88．4 ± 14，8％ 及び35．8±20．5％／

47．1± II　8．S％ で あり， 両者とも流産群 で有意な高値

を示 した （p く0．05及 びp く 0．01）．ま た 染色体 の 正

常群／異常群で は87．8± 7β ％ ／ 88．7±6．4％ 及び

50、6± ［7．］％ ／ 454 ± 20．1t／で あ り有意差はな か っ

た．　 ［結 論］初期流産 の 脱落躑 こお い て 絨毛染色

体異常 の イ1無に関係な く，CD56b エightNKkM
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に闘ケしい て い る こ とが 示 され た．
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